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TOKYO SAN-ESU CO.,LTD.
東京サンエス株式会社

2019 8.9 配信

●次回、月刊サンエスウォッチングVol.15は９月13日（金）の配信予定です。

月刊 サンエスウォッチング Vol.14

最新の機構 (テーパー・スルー・ディスク・VDS振動減衰 )
を盛り込んだ上に、１つのフォークで２つのオフセットを
簡単に選択できないか・・・とのテーマで開発したロード
系モデルです。
新機構「デュアルオフセット ( 可変式 )」は敢えてヘッド
角 (HA) を 72 度と仮定した上で、簡単なパーツの付け替
えにより、前輪の軸を地面と平行に前後約 5mm変換でき
るよう設計しています。これによって同じ外径の車輪であ
ればハンドル高を変化させずにオフセットを変えることが
可能となっています。つまりHA72 度であればオフセッ
トを変換しても前輪までの前後距離以外、フレームのジオ
メトリーは変わりません。ワンバイエスカーボンフォーク
の新たな「顔」となるモデルとなりました。

「デュアルオフセット」採用のオンロード系とグラベル系のディスク・スルー・VDSフォークを発売予定です。
右図の①は 700Cモデル②は 650Bのモデルで共に 1-1/8” ストレートコラムを採用したオンロード系です。
グラベル系の③は 400mm近くの肩下でタイヤクリアランス 57mmの 1-1/8”~1-1/2” テーパードモデル。
フェンダーや各種ダボを設定しています。いずれのモデルも２つのオフセットを選択できるデュアルオフセッ
トを採用したベンドスタイルです。
ワンバイエスでは、これからも快適に心地よく調和するフォークを開発していきます。

「OnebyESU カーボンフロントフォーク 開発の変遷」

第2章　調和から多様性への発展

しかし後のカーボン化によって、型を多数作るというリス
クから多くのメーカーはオフセット 1 サイズ展開となって
いました。つまりライダー自身が順応しなければなりませ
んでした。ワンバイエスでは 2015 年頃から特にロード系
フォークに於いて多くのモデルに多数のオフセットを設け
る取り組みを行い、フレームに対して最適なトレイル値
( 月刊サンエスウォッチング Vol.3 参照 ) を選んでいただ
けるように努めています。
ミズノから始まったカーボンフォークはテスタッチからワ
ンバイエスへと継承され、現在ロード系 9 モデル、シクロ
クロス系 6 モデルを用途に合わせてラインナップするに
至っています。

＜多様性を備えた最新の「OBS-RBD1.25TH」＞

＜オフセットの基本に立ち返った20年の変遷＞

＜2020年後半に発売予定モデル＞

OF：45・47・50・53

1996 年に発表した (左写真 )
「TOYO LEGEND PRESTIGE」 。
8サイズのフレームに3サイズのオフ
セットを設定。当時のスチールフレー
ムではフレームサイズに対して操縦に
最適なオフセットを持つフォークと組
み合わせるのが極々当たり前でした。

【ミズノ～テスタッチ～ワンバイエス カーボンフォーク樹形図】
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写真左）ロードの基本モデル「OBS-R11」は 4つのオフセットをラインナップする
写真右）初のディスク仕様となった「OBS-CBD」はロード並みにシャープな形状のCXモデル

フォークコラムセンターのラインからHA72度での地面との平行移動ポイントは
図のAと Bとなり、通常のオフセット値で示すとAと Bとなります。平行移動に
よってフレームジオメトリーに影響を与えずオフセットを変えることが可能です。
CとDはフォーク肩下寸法です。

フレーム同色に塗装
した場合のイメージ

700x28Cに本所H27フェンダーがフィットするよう設計。
タイヤにより35Cクラスも装着可能。1-1/8”~1-1/4” テーパーで
フェンダー・タイヤの外周ラインに合わせて内部 (黒点線 ) を設計。
スルーアクスルを外した重量は平均値 480g。

　　  位置では付属の専用キャリパーマウントアダプター(グレー
部分 )を使用し、　　　 位置では通常のアダプターを使用します。
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https://tsss.co.jp/web/wp-content/uploads/2018/09/MsW_3-1.pdf

